
BPテキサスシティー製油所の爆発・火災事故（☆続報：原因調査に関する情報） 
 
 BP テキサスシティー製油所で発生した爆発・火災事故に関して、米国 BP 社と CSB
（Chemical Safety and Hazard Investigation Board）から、新たなニュース・リリースが
ありました。 
 
【概要】 
５／１７付 BPのニュース・リリースによると、爆発は、圧力の解放と蒸気抜きを行うよ
うに設計された Blowdown Drum & Stackから放出された炭化水素の蒸気の着火によるも
のと確認されたとのことです。炭化水素は、Raffinate Splitterカラム内の圧力が急激に上
昇し、安全弁の設定圧力を超えると放出されます。そこに、数多くの可能性のある着火源

（車両、トレーラー等）のうちの一つが着火したものと思われます。 
Raffinate Splitterカラム内に過剰な圧力を発生させたシナリオとして、過熱、水蒸気の
生成、気密試験に使用された窒素ガスの残存、装置への不適切な送液又は送液中の異物の

挿入の４つが挙がっています。 
現在までに行われた分析に基づいて、以下のような暫定的な重要因子が示されています。 
・ Raffinate Splitterを過圧と圧力解放へと導いた行為（上述の４つのシナリオ） 
・ スタートアップ手順が遵守されなかったこと 
・ 精製装置外で働いていた大勢の職員たちが、スタートアップ中の Raffinate Splitter
の近くにいたこと 

・ Raffinate Splitterの圧力解放ラインが、フレアーシステムと結ばれなかったこと 
 
一方、６／２８付 CSBのニュース・リリースでは、大気中へ可燃性の炭化水素の液体と
蒸気が放出されて５回の蒸気雲爆発が起きたとのことで、車輌等複数の着火源が考えられ

ています。 
また、異性化装置における異常をオペレータに警告する複数の警報が鳴らなかったこと

が明らかにされています。 
・ Raffinate Splitter の液面計は、１０フィートより低いことを示していたが、実際に
は１２０フィートかそれ以上あったこと 

・ Raffinate Splitterの高レベル警報が作動していたが、鳴らなかったこと 
・ Raffinate Splitterから放出された液体で Blowdown Drum & Stackがいっぱいにな
っていた時、Blowdown Drum & Stackの警報が鳴らなかったこと 

 
 地元紙（The Galveston County Daily News）によれば、BP側は、「オペレータらがス
タートアップ手順に従っていれば、事故は起きなかった」と主張しているのに対し、労働

組合側は、複数の重要な警報が鳴らなかったという CSBの発表等から「設備が適切に機能
しなかった」ことを主張しています。 
 






